
a『汗ぬきドライ』 加工の手順  

 

■ 使用する商品 

     Ａ．シリコンソープ  

        汗ぬきドライ純正のベースソープ 

         全溶剤量に対して 0.5％～1.0％ チャージ 

         毎回投入量 …衣類 1kg につき 約 3 ㏄ 投入 

               例：衣類 20kg → 60cc 

     Ｂ. 乾洗王  

        汗ぬきドライ加工時にドラム内に直接投入 

するソープ 

        

   ① 「汗ぬきドライ」用のプログラムを作る 

 

    推奨プログラム例 

 第１洗浄 第２洗浄 脱液 

工程時間 バッチ 8 分 オーバーフロー７分 7 分 

回転 標準～強 標準～強 標準～強 

      ※ デリケートな衣類を洗う場合、必要に応じて時間、回転の強さを調整して下さい 

 

     ② 「汗ぬきドライ」の投入量         

第１洗浄(バッチ)時、ドラムに汲み上げた溶剤量に対して 0.7％～1.0％ 

の乾洗王を投入して下さい (例：溶剤 50Ｌ → 乾洗王 350～500cc 投入) 

 

使用ドライ機 投入量の目安 

10 ㎏ 200cc ～ 300 ㏄（低液位） 

16 ㎏ 300cc ～ 400 ㏄（低液位） 

22 ㎏ 400 ㏄ ～ 500cc（低液位） 

 

      ※ 衣類はバッチ液量に応じて、詰め込みすぎない 

ように注意して下さい。  

 

 

 

乾洗王は必ずドラム内に 

投入して下さい 

特に目立つ汚れには、洗浄前に乾洗王の原液を 

汚れ部分にスプレーしておくと、汚れ落ちの 

効果がさらに上がります 
 


